


































































































































居ったが、 とう とう其馬と夫婦になった （①の考察）。
父親はひどく怒って、或日其馬曳き出して、山岳に連れて行って、大きな
て責め殺した（②の考察）。
桑の木の枝に釣し上げ
そして生皮を剥いで（②の考察）居るところへ娘が来て見て泣いて居
た。するとその生皮が、父親に剥ぎ上げられると、側
き着いて、 天へ飛んで行った（③の考察）。
で見て居た娘の体の方へ行って ぐるぐると巻
爺様婆様は家で娘のことを案じて毎日毎夜泣いて居た0すると或夜娘が夢に見えて、父も母も決
して泣いてくれるな。オレは生まれやうが悪くて仕方がないので、ああした態になったのだから、
どうかオレのことはあきらめてクナさい0其代り春三月の十六日の朝間、夜明けに土間の白の中を
見てケテがんせ。日の中に不思議な馬頭の形をした虫がずツぼり湧いて居るから、それを葦毛を殺
した桑の木から葉を採って来て飼って置くと、其虫が綿糸をそしらへますから、お前達はそれを売
って生活してケテがんせ。それはトトコ（蚕）と謂ふ虫で世の宝物だからと言った0さう聞いて両
親は夢から覚めた。
爺様婆様は不思議な夢もあればあるものだと思って居たが、三月十六日の朝間になったから、
早く起きて土間の中を覗いてみると夢で見た通りの馬の頭の形をした虫が多く湧いて居た0そこで
山畠へ行って桑の木の葉を採って来てかけると、よく食って繭をかけた0これが今の蚕の始まりで
ぁると謂う。（後略）（佐々木善書，1931『聴耳草紙』、115番の話「オシラ神」）
①娘が馬と結婚する（夫婦となる）0ここでも馬は「異界性」をもって登場することが、ケルトな
どの神話物語を分析した結果を判明した。またシベリアにもその影響が見られるが、儀礼におい
ても、神話伝剰こおいても、人間が馬と交際をもつ形式は様々であり、供蟻の馬と交際を示すも
のをはじめとして、馬肉を食べる形式や馬皮に触れる形式などがあるが、これらは全て、儀礼の
変形と見なして良いと思われる。儀礼そもそもの中心的な意味は、その馬たちのもつ「力」や「生
産性」を借りることで説明される0人間が馬と聖なる婚姻を結ぶことによって、人は馬と一体化
し、それによって馬の超自然的な力を得ることができると信じられていた0馬は力をもたらす、
多産をもたらす存在として、王権＝国土の繁栄と密接に結びついた〇一万、管見では、伝承は儀
礼を反映したものの、婚姻の要素が薄く、馬の「力をもたらす」、「多産をもたらす」といった要
素が強く表れている。例えば伝承上、英雄叙事詩の場合の勇士（力と能力で優れた、明らかに神
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秘的な存在）の誕生、神話物語の場合は神、英雄の誕生などのモティーフはごく普遍的に存在し
ているが、馬と人間の婚姻の要素は、いくつかの例外を除いて、ほとんど見られない。その要素
は他の要素と入れ替わったといえる。それらは馬の蹄の入った水を飲んで、あるいは馬肉を食べ
て子供をもうける、といった形式に変わったと考えられる。アルメニアの『サスナ・ツレル』と
いう英雄叙事詩の初期のものでは、サナサルとバグダサルの父は炎の馬であるように伝えている。
次の段階では、ツオヴィナルは馬の蹄の入った水を飲んで子を宿す。従って、伝承が維持してい
るのは、婚姻自体の要素ではなく、その儀礼の（期待されていた）結果である、と推測すること
ができる。
このように、「馬娘婚姻詰」も儀礼と比較すれば、その結末にある蚕の「誕生」は、儀礼に対
応するもので、「馬と人間との子」ではないか、と考えられる。
日本神話においても、アマテラスの「死」は馬との性的関係（＝婚姻）の結果として解釈される
ことによって、「馬娘婚姻評」を儀礼と神話、両方の反映、あるいは影響として認めることがで
きると判明した。
②「馬が父に桑の木に縛り付けられ、殺される。馬の皮が剥がれ、（桑の木に掛けられる）」という
モティーフについて。ここではまず、「世界樹」と馬の関わりについて言及する。古代崇拝にお
いて神々は自分たちの馬を世界樹（世界柱）につなぐものと信じられていた一方、馬供儀もまた、
世界樹を想起させる樹や柱を用いて行われていた。例えば、馬に関する非常に興味深い儀式の一
つは、「馬の柱」のそばに馬が供犠されたという例である。この「馬の柱」（直訳一馬の木、サン
スクリットでa畠vatth豆、agva一馬）というのは、馬が木に縛り付けられたように描かれた「世界
樹」という古代の考え方を反映したものであるというが、その事実はインド最古の文献である「リ
グ・ヴェーダ」（Ⅰ一六二一一六三）の中でも確認することができる。また、シベリアのシャーマ
ンによって行われる馬供犠とその世界樹との結び付き、などの例がある。エリアーデは伝えてい
るアルタイの例で、「シャーマンは馬に祓えをし、参会者の協力を得てそれを残酷な方法で殺す。
皮と骨とは長い柱に掛けられてさらされる」。儀礼に着目するなら、「馬娘婚姻讃」での「父親は
ある日その馬を引き出して、山岳に連れて行って、大きな桑の木の枝に吊り上げて責め殺した。
そして生皮を剥いだ5」といったモティーフが偶然に発生したとは考えられないだろう。物語の
背景には、間違いなく、古代における諸儀礼と世界観の要素が含まれているように考えざるを得
ない。
③「娘が馬の皮に包まれて天に昇る」というモティーフを、馬を用いた埋葬儀礼の観念から説明し、
これもまたケルトからシベリアに至るまで、非常に広く分布していることが分かった。馬を死者
5　エリアーデ，1974：244～247，堀一郎訳『シャーマニズム』冬樹社
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とともに埋葬し、それによって死者が馬に「異界」へ送られる、という考え方から生まれたこの
埋葬法を、神話や昔話はモティーフとして完壁に保持しており、特に昔話の場合は、馬が墓から
現れる、主人公が馬皮に包まれて飛んでいくなどの形式が見られることが分かった0
5．伝承の定着要因
本研究の部分的な課題の一つは、日本における「馬娘婚姻軋系伝承の定着要因を突き止めるこ
物語の起源をユーラシア諸民族のあいだの様々な形で認められたとして、あるいは物語の伝播の
ルーツを多少把握できたとして、その物語が日本での保持されることとなった要因は、つまり物語
の日本での定着を可能にしたのは何であったかについても考察する必要がある0すなわち本研究で
言う「定着要因」とは、「馬娘婚姻乱が東北地方のどのような文化的要素を受容したか、またそ
の文化的な基盤を作り出した要因は何であったか、などの事柄についてのことである0
「馬娘婚姻副伝承の「定着要因」として考えられる一つの事情は東北地方の旧家に古くから伝
ゎっているオシラサマである。「馬娘婚姻乱とオシラサマ信仰の徹底的な比較研究は盛んに行わ
れているが、赤坂憲雄（1994『遠野／物語考』）、石井正己（1999「オシラサマ研究史」遠野物語研
究所）、三浦佑之（2004「オシラサマ再考」遠野物語研究所）、小南一郎（1998「馬頭娘（蚕神）を
めぐる神話と儀礼」田中雅一『女神』平凡社）など、皆それぞれの立場から伝承と信仰のこの不思
議な結びつきを解釈しており、本研究においてもこれらの研究者の成果が重要な基盤にもなり、大
いに考慮に入れながら考察を行った。
本研究ではオシラサマとその起源に関する各説を議論の姐上に載せているが、その論点の中心は
先行研究の中で取り扱われているロシアのシベリア・アルタイ地域のシャーマニズムである0なぜ
なら、ヨーロッパでは旧宗教とそれに関連する習俗や儀礼がほとんど忘れ去られているが、シベリ
ァやアルタイ系諸民族の間で広く見られるシャーマニズムの場合では、かなり近代に至るまでそれ
らの痕跡や概念がよく保持されていたからである0
クセノフォントフは、シベリアにおけるシャーマニズムを、本来中央ユーラシア草原で見られる、
古代のあらゆる時代に主要形態となる遊牧民がもった信仰的見解の痕跡として見なすべきである、
と述べている6。すなわち、古代でのユーラシアの精神世界の断片が最も明確に反映しているのは
シベリアのシャーマニズムである、と言うことができる0シベリア・シャーマニズムに着目したも
ぅ一つの根拠は、「馬娘婚姻乱が日本の東北地方、つまり本州のシベリアに最も近い地域に集中
して伝わっている一万、東北のシャーマン（巫女）の巫具であるオシラサマの由来霹「オシラ祭文」
6　Kcettod）OHTO8，1992‥268・LttaMaHH3M・Tn◎CeBep－K）r
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にもなっている、ということである。
もう一つ行った考察は、まだ十分に解明がなされていないと考えられるシベリアのオンゴソ崇拝
説である。オンゴソとオシラサマが同時に、そして対比的に観察された研究はそれほど多く存在し
ていないし、仮説として新しい。本研究においてそれらを観察した結果、オンゴソとオシラ神の類
似点が実に数多く存在することが判明した。そのなかでもオンゴソが持つ「守る」と「崇る」とい
う相反的な性格と、オシラ神の「守護」と「崇」という相反的な性格に注目した。オンゴソとオシ
ラ神の両方が病気を治癒する力を持つ一方、両者は病気の原因としても考えられている。オシラ神
の「たたり」は、もちろん「健康に障る」ということを意味している。また、オシラ神に対する「オ
シラ遊ばせ」もオンゴンに対して行う「御馳走」や「はめる」といった行為のどちらもが、明らか
に人々が神の好感を得ようとするゆえの行為であり、それらは儀礼的な共通点として考えることが
できる。また、オンゴソとオシラ神の両者は「家の神」という役割を担いながらも、同時にシャー
マニズムにまつわる巫具としてのはたらきも持っていることから、両者の間には共通性があること
が確認できる。
最後に、アイヌのイナウに関する問題に焦点を当てた。いくつか存在しているオシラサマの源流
説のなかでも、アイヌ源流説はかなり昔から存在している（喜田貞吉の研究はその一つである）。
シベリアと日本の東北地方の中間に当たる地域に居住しているアイヌには、独特で複雑な精神的世
界観が存在しており、その現れの一つとしてオシラサマのアイヌ源流説の最も大きな論点となる、
アイヌの家の守護神、「チセイコロカムイ」と呼ばれる御神体が挙げられる。第5章第4節では、
これに関する先行研究に若干の考察を加え論じた。オシラサマとアイヌのチセイコロカムイの直接
的な関係は確認し難い問題であるが、少なくとも、東北地方とアイヌの間に見られる精神的・思想
的発想、つまり家を守るためにオシラサマとチセイコロカムイを作るという発想と、これら二つの
形態的類似性は十分確認できる。
本研究は以上三つの観点からオシラサマについて考えてきたものであるが、特にシャーマニズム
の検討は、オシラサマと「馬娘婚姻譜」両方の観点からも重視すべき問題である。本研究にとって、
ユーラシアの中ではシベリア地域のシャーマニズムに関する資料を考察することが最も重要な点と
なり、「馬娘婚姻評」の起源、そして「馬娘婚姻霹」とオシラサマの関連を探ることも、同じく重
要な点となったと言える。
6．結果
そもそもはじめから、「馬娘婚姻評」とも馬とも縁のないオシラサマ崇拝があった可能性も完全
には否定できない。しかし、北方の信仰的観念が、オシラサマ崇拝が存在していたそのころから、
東北地方にもたらされ、オシラサマ崇拝と並列的に存在していたのかもしれない。もし、「馬娘婿
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姻霹」が南方から東北地方に伝播されたと考えても、少くともこの伝承の第一の「定着要因」とし
ては、北方民族から影響され、東北地方に既に板を下した馬にまつわる儀礼的な観念や考え方の要
素が作用した、とは考えられないだろうか。馬の犠牲の場面を語る「馬娘婚姻霹」は東北地方にた
んに伝来しただけではなく、それを受容する基礎が既にあったため、自然と、人々は違和感をおぼ
えることなく、語り続けたのである、と言える。
あるいは、次のようにも説明できる。もともとシャーマンは儀礼に密接に関わる存在である。そ
の儀礼に非常に似た内容の馬娘婚姻伝承が広がるなか、シャーマン、つまり巫女が伝承を口寄せと
して使い始めたのが「オシラ祭文」のはじまりであったのだろう。すなわち、馬娘婚姻の伝剰まオ
シラサマに新たな形象と意味をもたらした。もともと家の神、目の神などの性格を持っていたオシ
ラサマは、物語の影響によって、養蚕の神という新たな要素を得て、また簡単な棒や、男女二体な
どの形象は、馬と娘の頭の形に作り上げられるようになったのであろう。
もう一つの定着要因
馬と人間の結びつきという発想がいかに広く、また普遍的に見られるかを十分に検討すれば、そ
れらの発想がそれぞれの民族のそれぞれの形で（王権（＝生の更新）、双子の誕生など）表されて
いる、ということは断言することができる。
本研究で「馬娘婚姻評」を中心にして考察を行い、その歴史的起源や定着要因などについて、日
本、また東北地方に縁のないところにもかなり詳細に触れたが、では、「馬娘婚姻渾」が東北地方
にとってそれだけ馴染み深い物語となった要因は、外来の要素のみに由来すると考えて良いだろう
か。馬と娘の恋物語を物語っていた、その場所だけの、その人たちだけに固有の事柄をも探求すべ
きでではなかろうか。
馬と娘の相思相愛の関係を、その物語を伝えていた人たちの目で見て、その人たちが感じたこと
を感じられるなら、その説明が可能であろう。すなわち、その人たちのいる環境と、そこから「人
と馬の関係」、あるいは「人と馬の距離」について考えたい。
日本の東北地方に特徴的な「曲がり家」という古形の家がある。紹介するまでもないだろうが、
「曲がり家」というのは厩と人家が一軒に建て上げられた、r形の、曲がった形の建築物である。
いつのころからか、人間と馬は同一の屋根の下に暮らしていた。馬と同じ屋根の下に暮らし、馬は
家族の一員に近い存在であり、人と馬の間の「距離」は想像以上に近いものであっただろう。「住
む家を馬との同居型に改良してまでも馬とともに暮らしてきた遠野で、馬のいない生活は考えられ
ない。曲がり家は人馬一体型の家畳で、そんな生活だからこそ、馬と娘の恋愛讃『おしらさま』が
定着したのであろう7」、と吉川祐子は述べている。この言葉には無理なく妥当性を認めることがで
7　吉川祐子，2002：35～38『遠野昔話の民俗誌的研究』岩田書院
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きる。ここでは岩手県の遠野に限って述べたが、東北地方には遠野に並んで、同じ様な「小盆地宇
宙」が多数存在するのだろう。
論文審査結果の要旨
本論文は日本の馬伝承、特にいわゆる「馬娘婚姻評」の起源を歴史的現実のなかで明らかにする
ことを目的としている。ユーラシア諸民族の馬にまつわる民間伝承を僻降し、背景にある古代崇拝
を比較民俗学的方法で解明しようとする意欲的研究である0方法論と研究の視座としては、Ⅴ・プ
ロップとN．ネフスキーによるところが大きい。
まず、馬伝承を「援助者である馬」、「水馬」、「馬婚姻」の3頬型に分類した上で、日本において
とりわけ重要な「馬婚姻」に問題を絞っていく。そしてオシラサマの起源辞として知られる「馬娘
婚姻霹」について、コーカサスを出発点とすると推定されている馬に関わるヨーロッパの儀礼等に
発端を求め、それがプロップのいう「儀礼の意味変え」を経て北ユーラシアからアイヌ経由で東北
地方に伝わったこと、またこの「馬娘婚姻渾」に付与された、中国起源とされる養蚕起源辞として
の性質が固定されるより前に、婚姻評が馬とのかかわりにおいてすでに伝来しており、養蚕起源辞
の「定着要因」となっていた可能性を裏付けた。
それにあたって、東部シベリアのシャーマニズムに見られるオンゴソ崇拝、アイヌのイナウがオ
シラサマの原型であることを実証的に明示したことが、本論文が提示した最大の新知見であり、ネ
フスキーが1922年ごろ初めて提示し、近年民俗学界でようやく主流となりつつあるオシラサマ北方
起源説を強く実証することとなっている。また、日本ではほとんど試用されることがなかったロシ
ア語文献を縦横に駆使して、新たな視点を切り開いていることが評価できる。西欧では、提示され
てから年月を経ているプロップの方法論に対して批判が少なくないが、ルザソさんは批判の要点に
的確に反論し、論文の比較観察のベースにおいている。
研究の方法において、ユーラシア諸民族の中で、とくにアイヌを介した馬伝承のあり方に深い関
係があることが明らかにされた東シベリアの諸民族に関して、スターリンの民族移動政策時代以来
その伝承が途絶してしまった事例が多く、実地調査に踏み込む意味が薄れてしまい、そのため本論
文も主として文献的な研究となっている。ヨーロッパからインド・アジアにいたる神話を広く渉猟
し、その分析は決して浅くはない。しかし、近代化以前の民俗の様相を把握するためとはいえ、数
十年以上を経た文献に多くを依拠しなければならなかった難点は認めざるを得ない。しかしこれに
は如何ともしがたい点も少なくない。
以上により、本論文はルザソさんが自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有
していることを示していると判断された。よって、本論文は博士（国際文化）の学位論文として合
格と認める。
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